
１ よりよい人間関係を築く力の育成を図る特別活動等の改善・充実 

   

よりよい人間関係を築くために必要な社会的スキルを育成する活動の取組 

滝川市立江陵中学校区 

 

 

 

 

 

 

① 自殺予防教育プログラム（相談しやすい方法）の授業を公開（右写真） 

・加配教員が中心となり、ピア・サポートを取り入れた学習指導案を作成 

・中学校第１学年の授業を小学校の教員が参観し、入学後の生徒の様子

を参観するとともに、今後の支援方策の具体や取組の成果・課題につ

いて協議 

② 小・中学校合同の研修会（ピア・サポートについて）を実施 

・加配教員が中心となり、外部講師を選定し、研修会を企画・運営 

・ピア・サポートを各校の教育課程に位置付けて実践することの必要性について小・中合同で協議 

成果（○）と課題（●） 

○ 自殺予防プログラム実施後の生徒の振り返りでは、「友人が悩んでいるときには、相談に乗りたいと思う」

と肯定的に回答した生徒の割合が92％となった。 

○ 授業公開及び小・中学校合同研修会を実施したことにより、取組の必要性について共通理解が深まった。 

● よりよい人間関係を築く力の系統的な育成に向けて、ピア・サポートを小学校の教育課程に位置付けた実

践とするよう検討していく必要がある。 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 

江別市立江別第二中学校区 

 

 

 

 

 

 

 小・中学校において、同じ時期に「ほっと」を実施した。相

談体制の充実に向けて、加配教員や生徒指導担当教員が結果を

分析し、効果的な教育相談の方法について、小・中学校の全教

職員で共通理解を図った。 

「ほっと」の結果を基に、学年経営及び学級経営を見直した

り、授業改善を推進したりしたことにより、２回目の「ほっと」

において、「相談」や「自律」などの数値が増加した。（右上図は第１学年の結果） 

成果（○）と課題（●） 

○ 小・中学校において「ほっと」の分析結果を共有したことにより、児童生徒理解が深まるとともに、

きめ細かな指導や支援の在り方について共通理解を図ることができた。 

● 学校間や学級間において、「ほっと」の数値に差が見られるため、「ほっと」の実施から分析までを

迅速に行う体制を整備するとともに、具体的な「ほっと」の活用方法を明確に示す必要がある。 
 

  

効果的な取組とするためのポイント 

・ピア・サポートを取り入れた自殺予防教育プログラムの実施 

・プログラムの実施後に小・中学校で合同研修会を実施 

取組の実際 

効果的な取組とするためのポイント 

子ども理解支援ツール「ほっと」を年２回実施し、結果の分析によって明らかになった課題を全教職員で

共有し、学年経営及び学級経営、教育相談等における指導の工夫改善に生かすとともに、中１ギャップ検討

委員会で各校の実態を交流し、児童生徒理解の充実を図った。 

 

取組の実際 



「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 

小樽市立北陵中学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果（○）と課題（●） 

○ 小学校２校の第５・６学年を混合で学級編成し、中学校教員が授業する「合同

授業」を実施し、グループ学習等を充実させたことにより、12月の「ほっと」で

は「緊張」の得点が1.9ポイントから2.2ポイントへ増加した。また、生活アン

ケートでは、「話合いに積極的に参加」「自分の考えを表現」で肯定的回答の割合

が増加した。 

● 教員数の減少が予想されるため、より組織的な対応を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
登別市立鷲別中学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

効果的な取組とするためのポイント 

・「ほっと」の分析と生活アンケートの関連項目とを結び付け、どのような力を伸ばすかを明確にすること 

・校内研修による授業改善とともに小中一貫の取組を充実させること 

取組の実際 

校区３校で７月に「ほっと」を実施し、加配教員を中心

に分析すると「緊張」の得点が最も低かった。生活アン

ケートの「自分の考えを表現できる」の肯定的回答が

67.5%だった。そこで「表現力」に焦点を当てた以下の取

組を行った。 

①小・中学校で「対話的な学び」の視点による授業改善 

②小学校２校の第５・６学年での「合同授業」 
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効果的な取組とするためのポイント 

中学校区における児童生徒の課題を客観的な数値評価で捉えるため、全国学力・学習状況調査の児童生徒

質問紙と「ほっと」を活用し、過年度との比較により課題が見られた３つの項目を重点として取り上げ、日

常の生活指導、学習指導の場面で意識して取り組んでいる。 

取り組んでいる。 

 
取組の実際 成果（○）と課題（●） 

○ 中学校区で目指す15歳の姿及

び重点項目を可視化し、各校が

策定した具体的な取組を継続し

て実践したことにより、焦点を

絞り、組織的な取組とすること

ができた。 

● 中学校区の教員が、実践した

ことによる児童生徒の変容につ

いて意見交流する機会が少ない

ため、情報共有の場を設定し、取

組を充実させる必要がある。 

「意見を伝える力」（ほっ

と）「難しいことでも失敗を恐

れずに挑戦する態度」（質問

紙）「自分と違う意見について

考えることは楽しいと捉える

態度」（質問紙）の向上に向け

た取組を全体構造図で可視化

し、加配教員が中学校区の全

教職員に説明、周知した。 



学級活動等の合同実施による児童生徒の交流など、小・中学校が連携した取組 

様似町立様似中学校区 

 

 

 

 
 
 
 

小・中学校が合同で行う、ふるさと教育の発表会として、中学校の「全

校総合学習発表会」に小学校第６学年児童が参加した（右写真）。事前に、

小・中学校の全教職員が系統性を意識して指導できるよう、加配教員を中

心に研修会を行った。 

また、中学校第３学年の生徒が、小学校第６学年の児童に、発表内容や

発表方法を事前に説明することで、児童が発表内容及び発表方法に自信を

もち、「全校総合学習発表会」に参加することができるよう学習計画を立

てた。 

当日は、小学校第６学年の児童と中学校の全生徒が、学習成果について発表し合うとともに、質疑応答の

場面で、苦労した点について交流を行った。 

成果（○）と課題（●） 

○ 小学校第６学年の児童が、中学校の「全校総合学習発表会」に参加したことにより、「中学生の発表

を見て、調べ学習のまとめ方が分かった」「中学生が優しく教えてくれて、うれしかった」などの感想

が聞かれ、児童の中学校進学後の不安感の緩和に繋がった。 

● 中学生が児童への発表方法を説明した際、児童が初めて知る内容であったため、戸惑う様子が見られ

たことから、ふるさと教育の成果物の様式や発表の方法を統一するなどして、児童が不安なく発表でき

るよう、加配教員を中心に、小中学校の全教職員が共通理解を図る必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
函館市立巴中学校区 

 

 

 

 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」を、各学校

において２回実施するとともに、結果を分析

し、児童生徒のよりよい人間関係の形成等に

向けて活用した。 
 

成果（○）と課題（●） 

○ 子ども理解支援ツール「ほっと」、生活アンケート及びいじめ調査の結果の分析や、教育相談などで

得られた情報の共有を図ったことにより、推進地域全体で児童生徒理解を推進することができた。 

● 調査内容の詳細な分析を行うため、推進地域全体で協議する機会を増やし、全ての教職員の共通理解

を図る必要がある。 
 

  

効果的な取組とするためのポイント 

小学校第６学年児童が、中学校の「全校総合学習発表会」に参加し、互いに学習の成果を発表し合うこと

で、総合的な学習の時間の今後の見通しをもったり、質疑応答を通して交流したりする機会とし、中学校進

学後の不安感の緩和につなげた。 

取組の実際 

効果的な取組とするためのポイント 

子ども理解支援ツール「ほっと」の結果について、推進地域全体による分析及び交流を通して、児童生徒

の実態把握に努めるとともに、進級及び進学の際の引継ぎ資料として、年度始めの児童生徒理解の促進や学

級編成等への活用を図る。 

取組の実際 

中学校１年の結果 関係維持 仲間強化 自己統制 平均 

１回目（７月集計） 50.1 51.0 53.4 51.5 

２回目（12 月集計） 50.9 50.2 52.8 51.3 

 



         
 

〇 子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 

子ども理解支援ツール「ほっと」を前期・後期２回実施し、加配教員を中心

に、コミュニケーションスキルの各項目についての分析を行った（右図）。学

級や個々の児童生徒の状況を的確に把握し、「児童生徒のよさ」や「課題」の

焦点化を図った。注目すべき点は、「礼儀」と「緊張」の２項目が３校とも上

昇していることである。挨拶や感謝の気持ちなどの豊かな心や、緊張や不安が

ある場面でも失敗を恐れず、自信をもって活動するスキルを高めることがで

きた。また、小学校では、主張性・協調性の両因子で大幅な上昇が見られた。

これらの分析結果は、各学校で校内研修等を利用し、全教員が情報共有するこ

とにより、授業改善や教科経営、学級経営に活用した。 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
厚沢部町立厚沢部中学校区 

 

 

 

 

 

・異学年での合同授業等の実施 

・ソーシャル・スキル・トレーニングの手法

を取り入れた授業の実施 

・外部講師を招へいした授業の実施 

・加配教員が分析した「ほっと」結果（右図）

の教職員間情報交流 

成果（○）と課題（●） 

○ 教職員で分析結果を交流し、人間関係を築く力の育成に共通した視点で取り組んだことにより、ソー

シャルスキル尺度の数値が向上し、よりよい人間関係を築く力が育成できた。 

● 全体的によい結果に改善されたが、今後は個々の生徒に着目した細かなケアを行う必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
旭川市立光陽中学校区 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果（○）と課題（●） 

○ 推進地区３校の「ほっと」の分析結果を共有したことにより、学年・学級集団の傾向を把握すること

ができ、きめ細かな指導や支援方法について共通理解を図るなど、児童生徒理解が深まった。 

〇 小学校では、１回目の分析結果をＰＤＣＡサイクルに基づいた教育活動の実践に生かしたことによ

り、児童のコミュニケーションスキルの向上につなげることができた。 

● 中学校では、全ての因子でポイントが下降した。コミュニケーションスキル13要素の分析結果を学

年・学級経営に生かしきれていないため、今後はＰＤＣＡサイクルに基づく効果的な実践を推進する必

要がある。 

効果的な取組とするためのポイント 

・ソーシャル・スキル・トレーニングの手法を取り入れた総合的な学習の時間や道徳科の授業の実施 

・教職員間での「自己効力感」の育成、「スルースキル」の育成に関する共通認識と積極的な研修の実施 

取組の実際 
 

  
中１・５月 中１・12月 

 

取組の実際 

効果的な取組とするためのポイント 

推進地域３校の小・中学校で、子ども理解支援ツール「ほっと」を活用し、各学校で結果の分析と課題の

明確化を行った。さらに、推進地域全体の分析を行い、その傾向と特徴を捉え、共通理解をすることで、中

１ギャップ問題の未然防止に向けた取組の充実につなげた。 



学校行事等の合同実施による児童生徒の交流など、小・中学校が連携した取組 

鷹栖町立鷹栖中学校区 

 

 

 

 

 
 

１ 「いじめ撲滅キーワード」作成を通した児童会・生徒会交流 

児童会・生徒会の役員が集まり、中学生の進行により、今年度の各校の児

童会・生徒会の取組について、パワーポイントを活用しながら交流した（右

写真）。 

次年度以降、小・中学校が共通の合言葉の下、「いじめ撲滅運動」を推進す

ることができるよう、推進地域の全児童生徒からキャッチフレーズを募集し、

児童会・生徒会の児童生徒が中心となり、いじめ撲滅キーワード作成に向け

た取組を進めている。 

２ 小学校第６学年の児童と中学校第１学年生徒の交流 

  新入生体験入学において、児童生徒同士の交流時間を設け、中学校入学に対する不安解消を図った。 

成果（○）と課題（●） 

○ 小・中学校の交流を進めたことにより、児童生徒のみならず、教員同士の交流を深めることができた。 

● 一過性の取組にならないように、今年度の取組を見直し、次年度以降も継続していく必要がある。 
 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
羽幌町立羽幌中学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

効果的な取組とするためのポイント 

年３回のQ-U、「ほっと」の実施を軸に組織的な生徒指導の検証改善サイクルを確立することにより、個に

応じたきめ細やかな指導をとおした児童生徒のよりよい人間関係を築く力の育成を図る。 

加配教員を中心に、各学級のＱ-Ｕ、「ほっと」の

結果を分析し、全体研修で検証（右写真） 

学級経営・教科指導の

改善プランの策定 

５月・９月・12 月のＱ-Ｕ・ほっと検査を軸に、アプローチの検証改善サイクルを実施 

学級・教科での全教職員による児童

生徒へのアプローチ 

成果（○）と課題（●） 

○ 検査を軸とした生徒指導の検証改善サイクルを確立したことにより、組織的できめ細やかな生徒指

導につなげることができた。 

● 検査の分析に時間を要することから、分析のポイントを絞るなどより効率的に取組を推進する必

要がある。 

・12 月の学校評価アンケート（教職員）ではＱ-Ｕや「ほっと」を活用し、生徒一人一人に応じた積極的

な生徒指導を推進している」の項目に９割の教職員が肯定的な評価をしている。 

・12 月の学校評価アンケート（生徒）では「先生方は頑張っているところを認めてくれる」の項目に 86％

の生徒が肯定的な評価をしている。 

 取組の実際 

効果的な取組とするためのポイント 

・児童会・生徒会の役員を中心に、「いじめ撲滅運動」に取り組むことを通して、児童生徒の交流を図った。 

・学校行事を通して、小学校第６学年の児童と中学校第１学年の生徒の交流場面を設定することにより、中

学校入学への不安解消を図った。 

取組の実際 



よりよい人間関係を築くために必要な社会的スキルを育成する活動 
枝幸町立枝幸中学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果（○）と課題（●） 

○ 自己肯定感・自己有用感が高まり、児童生徒の「表明」スキルの向上が図られた。 

● 「表明」するスキルをさらに高めるため、互いの頑張りやよさを認め合う活動の定期的な実施や小学

校間または、小・中学校間で実施するなど、工夫を図る必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 

遠軽町立遠軽中学校区 

 

 

 

 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」の実施と分析  

コミュニケーションスキルの項目において、「表明」「緊張」「忠告」

の値が共通して低い（右上図）ことから、自分の考えを安心して伝え

られる雰囲気づくりを行うことを重点とし、各校において研修を行い、

児童生徒への支援の充実を図った。 
 

成果（○）と課題（●） 

○ 推進地域で子ども理解支援ツール「ほっと」の分析結果を共有し、児

童生徒の実態に合った課題を明確にしたことにより、学習規律の刷新

（右下図）等、各校の状況に応じた取組を推進することができた。 

● 児童生徒に身に付けさせたい社会的スキルは多様であることから、

より効果的な取組についての検討・改善を図り、意図的・計画的に実践

する必要がある。 

 

 

 

効果的な取組とするためのポイント 

 児童生徒間で互いの頑張りやよさを発見し伝え合う活動を通して、自己肯定感・自己有用感を高めるとと

もに、他者のよさを見付け・見つめ、よりよい人間関係を築く。 

取組の実際 
 中１ギャップ問題未然防止事業検討委員会において、加

配教員を中心に協議を行い、子ども理解支援ツール「ほっ

と」の分析の結果、「表明」のスキルに課題が見られたこと

から、児童生徒が自己肯定感・自己有用感を高め、安心し

て自己の考えを表明できるようにするために、学級活動の

時間に、互いに発見した他者の頑張りやよさを、黒板に掲

示し、認め合う活動を実施した。（左写真）  

効果的な取組とするためのポイント 

推進地域の３つの小・中学校で実施した子ども理解支援ツール「ほっと」の結果を、中１ギャップ担当者

会議で分析を行い、推進地域の児童生徒の課題を明確にした。その後、各校において児童生徒の社会的スキ

ル及びコミュニケーション能力の向上を図るための校内研修を行い、授業実践や評価結果について、再度、

中１ギャップ担当者会議において交流した。 

取組の実際 
表明 緊張 忠告

小６ 2.9 2.4 3.0

中1 2.9 2.3 2.9

中2 2.8 2.5 2.6

中3 3.1 2.4 2.9



「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 

芽室町立芽室中学校区 

 

 

 

 

 

○ 年２回（７月と12月）、子ども理解支援ツール「ほっと」を実施し、

人間関係に係るクラスの状況や実態を把握（右図）するとともに、変容

を経年変化で見取った。加配教諭と各学級担任が「ほっと」の結果を共

有し、指導方法の改善に向けて検討した。 

また、「ほっと」の実施に係る学習会を実施し、「ほっと」の分析方法

や活用の仕方について、中学校区の教職員の理解を深めた。 

○ 「ほっと」以外に、年に２回のhyper-QUの実施や年３回の「心と身体のチェック」の実施等、複数の

アセスメントツールを実施した。アセスメントツールを組み合わせることで、多角的な児童生徒理解を図

り、人間関係を中心とした学級経営の改善・充実に資するよう努めた。 
 

成果（○）と課題（●） 

○ 「ほっと」などのアセスメントツールを活用したことにより、客観的な数値を基にした指導指針を設

定し、教職員で共有することができた。 

● 児童生徒の変容を適切に見取るため、アセスメントツールを精選する必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 

厚岸町立太田中学校区 

 

 

 

 
 

 子ども理解支援ツール「ほっと」を小・中学校それぞれ２回ずつ実

施し、加配教員を中心に、調査結果を中１ギャップ検討委員会で比

較・分析し、校内研修を通じて、全教員に共有した。調査結果を児童

生徒個人の課題としてだけでなく、中学校区全体の課題として捉え、

生徒が主体的に企画し運営する「全校交流」（右写真）や学校行事に

おける生徒会企画の内容の改善充実につなげた。 

 

  

成果（○）と課題（●） 

○ 小・中学校全ての児童生徒を対象に調査を行い、分析したことにより、中学校区の課題把握につながった。 

● 取組の検証改善のため、今後も継続して経年変化を見取り、分析していく必要がある。 

取組の実際 

効果的な取組とするためのポイント 

 アセスメントツールを年間複数回実施することにより、児童生徒の変容を見取るとともに、定期的に児童

生徒の様子について、客観的数値を基に把握する機会を多く設定した。 

 

効果的な取組とするためのポイント 

 小・中学校で実施した子ども理解支援ツール「ほっと」の結果を、中１ギャップ未然防止委員会において分

析するとともに、校内研修等で全教職員に周知・共有を図った。 

 
取組の実際 



「ほっと」又は生活アンケートの実施、分析及び校内研修や学年会議等での活用 
根室市立柏陵中学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果（○）と課題（●） 

○ 文化祭等の学校行事で異学年集団の活動を意図的に取り入れたことにより、「ほっと」の結果では他

者と良好な関係を保ち、励まし合う力である「関係維持」が１回目を上回った。 

● 「仲間強化」に課題が見られるため、特別活動に限らず道徳教育の充実を図る必要がある。 

 

効果的な取組とするためのポイント 

「ほっと」の結果を中学校区で交流し、小・中学校共通した重点として特別活動や各教科で、学年単位や縦

割りなど、主体的・対話的な活動を取り入れ、人間関係を築く力が育成を図る場面を意図的に設定する。 

取組の実際 

小中学校合同研修会において、「ほっと」（右図、中１結

果）について研修する機会を設け、課題を明らかにし、学

校行事では、児童生徒が主体的に活動し、リーダー役や

フォロワー役としての役割の自覚を促す機会を意図的に

設け、指導に当たった。 

 

  いつもお世話になっております。 

  標記の件について、別添のとおり通知します。 

  なお、関係道立学校及び各市町村教育委員会に対しては

当課から直接送付しますので、 

 局においては対応不要です。 

  よろしくお願いします。 
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  〒060-8544 札幌市中央区北３条西７丁目  

  北海道教育庁学校教育局学力向上推進課学力向上支援係 

      主任 渡部 聖恵良（わたなべ せえら） 

   T E L ：011-206-6849（内線：35-742（スマホ内線：

22850）） 

     F A X ：011-232-1072 

     e-mail：watanabe.seera＠pref.hokkaido.lg.jp 
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